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る可能性が考えられる O 更に，サルコーマのクロマチンを DNA，ヒストン，非ヒストン蛋白質に分
離し，それぞれの肝カタラーゼ低下活性をしらべた結果，ヒストンと非ヒストン蛋白質が低下活性を
しめした。その中，ヒストンは各種臓器開で差異がないと報告されているので，上述の肝カタラーゼ
低下活性の臓器間の差は非ヒストン蛋白質によると考え，非ヒストン蛋白質の分離精製を行なった。
その結果，非ヒストン蛋白質の中で，分子量約6万，等電点 5.0のものが肝カタラーゼ低下活性をし
めすことを見出し，その単離精製に成功した。
宮崎香君の主論文における上記の発見および参考論文における研究は理学博士の学位論文として十
分に価値あると認める O
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